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要旨   

家具などに用いられる小断面木質材料の接合は，ほぞおよびダポと接着剤を併Jl＝ノた接合方法が璃簑的であるがチ環境への関心は  

日に日に高まってきており，接着剤を使わずに家具部材を接合する方法の開発が期待されている。   

そこで，木造ドームなどの大規模木造建築などで佗用されることの多いドリフトピン接合を小断面木質材料に條貯ごきないか検討  

するために，プレートおよびドノブトピンにアルミニウムを使用し，ドリフトピン接合部の引張帰庸絡有った。その結果アルミニ  

ウム板の厚さはまOmm，アルミニウムピンの直径は10．Omm，アルミニウム板端とアルミニウムピン中心までの距離はドリフトピン  

直径の2低 主財端セアルミニウムピンtトL、までの距維はドリフトピン直径の4陪が蔵適であることがわかった巳  

合ドリフトピン援合などがある。このうら全輪継ぎ，追掛け  

大栓継ぎなどの木組みは仕口の形状が複雑で加丁が推しいとい  

う欠点がある。ニれに対しボルト接合，ドリフトピン接合は接  

合部を主札側材またはプレト，ボルトまたはドリフトピン  

で構成できプ その肘「も非常に琴易であるゝド十フトピン薫や・  

の概要をF短。1に示す．とくにドリフトピン接ナナはクドリフトピ  

ンを木材に打ち込むため9 それを家具のデザインのアクセント  

として利摘－㌻ることも吋能であると考えられるや ところがドノ  

ブトピン接†、‡はプ 大規模木造建築などで便井ほれてはいるもの  

の家具など小断面木質材料で偵用されることはほとんどない¢   

そこで9 木二L機械でも容易に加丁が吋能なアルミニウムをフ  

レし、トおよびドリフトピンに碑′う￥ド7ノブトピン接イきせ小断面  

木質材料に低唱できないか椴計き一るために，ドリフトピン接合  

邪のリ1張り試験を行った  

2。実験方法   

ま1ず共就縛   

試験に用いたアルミニウム板きおよびアルミニウムピンは謹搭  

錐献酬〕アルミニウム及びアルミニウム合金の叛服び篭圭磯長  

されで∨、る′∠ちh5（）52Pを用いた、アルミニウム極貧幅は5紬郡m  

アルミニウムビンの長さほ悠翫mⅥとLた   

下記の2．3 スギにアルミ板を婦人l／5 スキ1ポ離巨錐ノ アルミ  

板端距離ともに固定した掛合およびま4 ブギにアルミ板を挿入  

Lさ スギ材瀾新潮烏滞碇L，、アルミ仮端距離を変化させた域常  

に用い釆ス窄も長ほ牒胸m勘幅藩馳m㌔厚さ榔m針瑚か  

枚からァ 昆さ9榊mmナ幅5い三笠1m，厚さ25mヱⅥヲ40本を卿ノ出  

Lた亡 その後∴卵管アナライザー（エ山 アン7∴デイ⊥汁乳  

A揖u3527）を用いき動的ヤング係数を求めたふ このときの密度   

い忘じめに   

家具などに用いられる小断面木質材料の接合は ほぞおよび  

ダボと接着剤を併用した接合方法が一般的である。このような  

接合方法は，仕口の打丁二が容易で組み、：こてが簡単であるといっ  

た特徴がある反面 ひとたび接合すると分解が不可能で壊れた  

パーmツの取替えができないといった問題がある。このため，い  

ったんパーーツが壊れてLまうと，接着剤を用いて接合†ノた家具  

は修狸が難しく家具本体を廃棄Lなければならないのが硯状で  

ある．   

ところで仁特定家庭周機器再商品化法」家電リサイクル法）  

およびダイオキシン規制対策特別措置法タ ホルムアルデヒド対  

策などが盛り込まれた建築基準法の改正の成立なとに見られる  

ように∴環境への関心は日に日に高まってきており，今後は今  

までのように家具を廃棄することが困難になることが予想され  

る。   

接着剤を用いないで木材を接合する方法には，従来から用い  

られてきた金船艇ぎ，追跡ナ人後継ぎなどの木組み7 木造ド⊥  

ムなど♂）大規模木造娃築などで低目jされることの多いボルト接  
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た場合   

真二材をスキにt／た場合〝け㌦ペニウム糖ムよ甘／′ルミニウム  

ヒごンのせん断強度を求れ アルミニワム般の厚さとアルミニウ  

ムビング相接プニ億過な組み合わせを求めるたむi二軒端とアル  

ミニウムビン中心までサ灘瑠ほ鮎はて¢ツ ア用ミニウム榎端セア  

ルミニウムピン中心まで瑚巨離L址は4帝に国定⊥∵州逼り試練  

亭ノ行った（ぎ短慮アルミニニウム仮の摩づて㌧」L劇制叫竺jm∬  

望鋸m㌦ ≡ほmmペ ア≠ミニウムビン抗癌満雄汀∴狂信rm〔ほ  

汀1m とほm乱∴級裾1mとした  

浩紺牒融京素描ヤング係数糾（均は∠皇ノ唇8〔i‡ユ言ぇ～標準偏差鳥  

1＜9］であった その後切り出しノたスギを∫ ヤング係数の分布が  

等Lくなるように4つジげル」プに分け試験にノ［恥ゝたさ また下  

津つ2。5 スギにアルミ棟を挿入しラ スギ材端脚部を射ヒさせ。  

アルミ板撮距堆は［！ヨ志した揚言汀ジ絆バたスギは長さ鋤加鱒  

幅3捌mm今厚さ6（〕mmの坂5授からテ昆さ900mmさ幅甜m孤  

軍さ裏汝闇5（う本をか）出した各そJ）簸ぎ㌘て、アナライ祥一（′ェ ノ  

アン守∴デイ▲一手巨軋ノ雛㌍払那）を用い＼革悌ヤング係数  

を球磨げ∴、二二〝）ときの蜜な：まニヨ23ゼ紘〆mうヾ室弼ヤング係数の平  

均烏膏ブ㍑昔敬」繁華偏差烏∴－■アワてあ／沃∴ケ塀銑肋骨しノニス  

チ ャンダ係数の分布が等しくなるように5つプげルー〟プに  

分け試験に用いた   

アルミニケム転ク〕厚きが1血1ヱn，て、5‡11汀げ）とき甘捉萱 rT一‘、．｝   

ム板プニ厚さが望。0汀川1のとき忠錆  1、5mmの丸鋪で，アルミニウ  

厚烹ゝ如nヱ‡jク〕丸針子シ ァルミニウム榔）厚さが；う肋nmのときほ  

鋸摩那加闇抗癌鹿でスリットをあけアルミニウム板をスギへ  

挿入し7∴   

詭針最∴闇洋紅樹待針描試肘葦堪灘←軋軽量50  

虹紆1別冊ハじ言鵡録錐鈷H血皿厄血とLた÷試験は各条件と  

寧）5体ずつ孝三二／Jた，   

2。2 主務オを鋼にした場合   

アルミニウム機宜よびアルミニウムピンのせん断強度を求め  

るた占わ9 三村を蝕二L引張婚三験をナナった（Fうg．乳 アルミニウ  

ん瓶捌写さ箪廿はし搬Ⅶ㍉ ⊥執m畑≦ほmm～封hm㍉ 7ルミ  

ニワムピンの【宣径ぐ言jほ3。鋸閻㌫6劇1Ⅶ㍉鋸h闇ヲ 附加m豆  

Lた訊gJ。敵 手粛とアルミニウムピン中心までの距群Lミは  

曇rjmmぅ アルミニウム坂端とアルミニウムピン小心までの距匪  

］ノ、【」は4弓ユとLたG 了   

2∩3 スキにアノL〆ミニ∈ラム纏を碁蒔ゑし当‡畑‡．．りともに固定し  
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Fig．3試演片の概要  
r、し－「ルミ∴ウム廟宮鵜悠     じノ高二山u  

ゆ：アルミニノブムピンの打棒  

三旦、▼、珊とアルミこワノ（、ヒン車L、≡で（石山‡雌  

L′、 

こ上上g4ト材を／いギ′－）′二場イラク〕試験ジノ撞T   
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引張り試歌の変位と荷重の閤様逐Ⅷ履．6に示す．またT混血膏  

に破壊形態を，7「able4に最プこ荷贅の、巨′均をホす∴眩媛膀態に且  

アルミニウム板がアルミニウムピンにめり込みアルミニウムピ  

ンがせん断破壊する場で亘を1ig．7）と9 アルミニウムピンがアルミ  

ミニウム枚の端が破断L破壊す  ニウム仮にめり込み最後にアル  

る場合（酌g。軋主材のスギがアルミニウムビン部から割れ破壊  

す五場合韓短慮慣用つのタイプがみられた。アルミニウムヒン  

2）4 二式ギにアブL′ミニ【〉ラム綾を宴率Åし．．t∫、鼠は固定しっ盲．∫㍊ノを変  

化させた場合   

主材をスキにした場合のアルミニウム仮端とアルミニウムピ  

ン中心まで町距群の影響をみるためタ、アルミニウム枚端とアル  

ミニウムピン中心までの距匪すぅ、Lを摘ま′たは3〔言）とLラリ怯乙ノ  

試験を行／ノた。アルミニケん仮翻亨さ欝且はぎ製撤Ⅷも フルミ  

ニウムビング）直径か！こ套狛批1mとLた。享三村端とアルミニウム  

ピン中心までの距離守鯨ほて¢とした   

2。5 ヌ、ギに㌘ルミ娠を挿ヌ∴ノーL、ち、を変化させりL。－」ば簸定し  

二   

ナ㌧材をスギに Jた場ノ紳）上村端とアルミニウムビン中心まで  

狩距群の影響をみるj〔豆）ァ 主材端とアルミニウムビン中心まで  

瑚縛掛kを2㊥マ3（…〕，4〔芸），5（三上，6①とし乍ウ酢〕読経を行っ  

た∴ アルミニウム板の厚さ工蓬、〈F．は2じOm抱1∴テアルミニヤムピン（㌻）  

直径痩亮∴沼ぷmm上しフ㌔e アルミニウム夜端とアルミニウムピ  

ン中心をで骨折韓㌦－」はか針とLじ  

3。結果   

3．］ 安寿オを鋼にじた壕普   

引張り試験の変位ヒ荷車の関係を罰料 にホす。またでabうel  

に破壊形た害を夕でable2に最大帝京の、夏場を示す∴破壊贈薫には7  

アルミニウム板にアルミニウムピンが始り込み寅後には転の端  

ニウム鰹がアルミニケ∠、ピン が桟断∴碓瀕する場プチとン γプレミ   

：二始り込みアルミニウムビンがせん断破壊する場合とがみられ  

た（アルミニウム板にアルミニウムピンがめり込み最後には仮  

の端が破断L披壊する場合はヲ アルミニウムピンがせん断破壊  

すふ賂合に比べぅ巌沃荷重は低く変形がノ、こきくなる傾匠がある  

ことがわかった   

3。2、スギにアメ2㌔ミニウム額を捧泉ゝし、叛いL軋とむ圭層漆㌦  

た場合  

磯
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Fまg．5i二村を書剛ニLた場合のり憤り試験の密告・≡〔と荷草の関  

係  
1▲，．こ⊥、■む㌧：ここ打 ■ Ij，．ご主鞍1こ－こ、・j言うJ！  

∴∴・一才～＝1・∴∴、ヾ  二T：∴r℃こ、∴二㌧こニノニミ、  
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Tabieiト甘をま榔ニLた場合の破壊形態  
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ー←■ ㌃仙十一憲慧芸一十崇憲一一＋ 1、  i＿  慧憲  
ピン切断  【 板のめり込み  ピン切断⊆ ヒノ切断  
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ビンγ訓練  アルミニウムビン押測腑∴いノ破壊  
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甘毘馳2 主材を鰍こした場合の最ノヒ何畳（細  
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がせん断線喪する填で†とアルミニウム板の端が破断し披壊する  

場合はブ 主廟のスギとアルミニウムピン部分の強度よりもアル  

ミニウム板とアルミニウムピン部分の強度が低いためであり㌢  

主材のスギがアルミニウムピン部から割れ破壊する場合は，ア  

ルミニウム板とアルミニウムピン郡分の強度よりも主材のスギ  

とアルミニケムピン部分の強度が低いためであるじ このことか  

－ 7′ルミニワム板〔7〕厚さとアルミニウムピンの直径の最適な つ9  

組み合わせは主婦のスギがアルミニウムピン部から割れ破壊す  

る場合の組み合わせから選択すればよいことがわかる8 ニれら  

のことと．T汲bヱe4にホし／た最大荷重の平均値の結果からヲ アル  

ミニウム東の厚さほ釦jmmで。アルミニウムピンの直径は  

1〔）。批鋸㍑の縮み合わせが穀もよいことがわかった。このときの  

最大荷直の平均ほ50狛3きすであト∴狗頭から破壊時のアルミ  

ニウム板およびアルミニウムピンの変形は，弾性変形城内に収  

まっていることがわかった℡   

3。3 スギにアブ♭ミニウム娠を挿属ゝし胃転・は固定し巧‡．乱を変  

写ヒさせた場合   

引張り試験の魔弾二と荷束の間係を訝ig。10に示すb破壊形状楓  

アルミニウム桓端とアルミニウムピン中心までの距離‡塩」が2  

¢の場合宰）紬の場合とも9主材のスギがアルミニウムピン部か  

ら割れ破壊した‘最人荷重の平均ほ2◎のときが4812。5錯（標  
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乱怨拶旨 ㊥礪．蝕観  

昏組頂′飴酪⑳3・怨観  

劇州 琶醜∴．8緬竃㊥辱，鹿部  

仙 臨絶て′短靴砂塵・蝕窮  
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伽酬 自転1．5感隆顧3一蝕飼  

経組1■鮎約㊥乳蝕貌  

肌㈲  詠組1．各駅⑳彪．藤樹  

一一 路鼠竜・随昏⑳随触  
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馳bk3 スギにアルミ薇を挿入し  
ヽ  ■、   

【   3．（〕  ヽ           －  L・、こ．1！  

板のめり込み  板のめり込み  

仮のめり込み  

板のめり込み  ピン切断  

板のめり込み  ピン切断   】   スギ割れ  

訂「  スギ割れ   

スギ割れ   スギ割れ   スギ割れ  
スギ割れ  

スギ割れ  ピン切断  

注：ピン切断  アルミニウムピンの切断による破壊  

椒のめり込み アルミニウム仮のめり込みによる破壊  

スギ割れ  主材のスギがドリフトピン部から割れ破壊  

二匝侵した場合の最大荷重（翰  Tab睦4 スギにアルミ板を挿入し∴蟻▼、ら軋とも  

I l l l     、                          て∈、・  

0   

34］9や9  1161．9   

1ヱ56，6  460？．   

409望。1  

3345．？  
一 ■  ヽ  ■                ▲   、   ’   ■▲   ‾  

・、≠L∴  

酌患8アルミニウム板の端が破断し破壊し 欝igd9繍のスギがアルミニウムピン部  

た様子  から割れ破壊した椋了⊥  
ぎ短》7アルミニウムピンがせん断破壊し  

た様子  

肌 98－   



準偏差254。82），3蔓）のときが50（賂1N（標準偏差379－m〕であ  

った申 このことから，アルミニウム板端とアルミニウムピン中  

心までの距雑損∫」は2（むでよいことがわかった   

3．4 スギにアルミ板を繹Åし琴㍉、▼を変化させ。Luノは固定し  

た場合   

引張り試験の変位と荷重の関係を酌各日に示す。このグラフ  

からァ 主三材端とアルミニウムピン中心までの距鞋㌦が2（≡）の場  

合は弾性変形域内で⊂3（むの場合は塑性変形域に入った直後に，  

それ以外の場合は塑性変形域で破壊していることがわかる．破  

壊形状はァ主材端とアルミニウムピン中心までの距離‡へ㌔▼が2（臣，  

3軌 ∠摘㍉ 掛取 ∈掩いずれの場合も，主材のスギがアルミニウ  

ムピン部から割れ破壊した。最大荷重の平均は2¢のときが  

2858．3N（標準偏差742．90），3ゆのときが4741．7N■（標準偏差  

1120．楓〉，4（さのときが4986．4N（標準偏差467．62），5〔巨のと  

きが4576．8N（標準偏差438⊂44），6◎のときが4693．6N（標準  

偏差5賂96）であった。これらから，主材端とアルミニウムピ  

ン中心までの距離転、は摘でよいことがわかった。  

トまとめ   

ドリフトピン接合を小断面木質材料に使用できないか検討す  

るために，プレし椚トおよびド リフトピンにアルミニウムを使用  

しクドリフトピン接合部の引張り試験を行った結果 アルミニ  

ウム板の厚さは2。Ommファルミニウムピンの直径は批用肌町  

アルミニウム板端とアルミニウムピン中心までの距離は2◎，主  

材端とアルミニウムピン中心までの距離は4◎が最適であるこ  

とがわかった．  

◎  1痙  2（モ  iロ  

・‥・ ‥      －  

F主g．10スギにアルミニウム板を挿入し、Lwは固定し、L凡  
を変化させた場合の引慮り試験の変位と荷束の間係  

、  ミ  
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酬間物よ  

層肇  誠  磯   

銚那鉦雛腰矧漉痛感  

ぎig℡11スギにアルミ板を挿人し∴玩を変化させ、転封一は固  

定した場合の引航り試験の変位と荷重の関係  

血㌢側溝、■止測   度診  惑啓  
一■～lり  ■血‾   ！き，；ユ  

担通超脱通 怨嗟  
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